
① 今年度の活動報告

４月23日 会長、気候情報課長 打合せ

６月４日 異常気象分析ツールの改訂版公開
（統計解析機能、スライスツールの追加）

８月８日 2008年夏の異常気象分析検討会の開催
（具体的な現象を扱う初めての検討会）

2008年７月の西日本に高温・少雨をもたらした要因
（2008年8月8日 報道発表資料より）

資料①~④



① 今年度の活動報告

９月８日 豪雨・局地的大雨の要因をWEB会議にて検討
９月12日 「平成20年８月末豪雨」等についての報道発表

10月31日 「異常気象と長期変動」研究集会に参加の委員
との打ち合わせ （於 京大防災研究所）

１月14日 岩崎委員との打ち合わせ（於 東北大学）

１月30日 安成委員との打ち合わせ（於 名古屋大学）

３月26日（予定）渡部委員、高藪委員との打ち合わせ
（於 東大CCSR）

○ 毎月の気候診断会議の放映
成層圏突然昇温の監視などについてご意見をいただく。

○ 循環場監視コメントのメールマガジン
本年１月下旬における日本の天候と熱帯季節内変動との関係につい

て、メーリングリスト上で作業部会委員も加わったディスカッション。



② 異常気象分析ツールの改修について

インタラクティブ解析ツール
・JRA/JCDAS, COBE-SST等の描画
・相関解析、コンポジット解析等の統計解析

スライスツール
・任意に設定した経路（例：準定常ロスビー波の導波管）に沿った、時間
断面図、または、鉛直断面図



② 異常気象分析ツールの改修について

EOF解析、SVD解析の追加
EOFまたはSVD解析を行い、空間パターンや指数の時系列を表示
する。

時系列データ解析の追加
時系列データのスペクトル解析を行い特徴的な周期を抽出

時系列データのウェーブレット解析を行い、ウェーブレット変換の時

間・周波数分布や時系列を描画する。

SVD解析
イメージ

ウェーブレット
解析イメージ



③ 異常気象分析ツールの認証付公開について

（利用者）
・異常気象分析検討会委員および作業部会員
・委員または部会員の推薦を受けた大学等研究機関所属者
・外国の気象当局を通じアジア太平洋気候センターへ申請のあった気候分野担当者
・気象庁と共同研究を実施している大学等研究機関所属者

（運用）
・ユーザー個人にアカウント、パスワードを発効。不正があれば削除。
・サーバーの不具合等があれば、委員・作業部会員の利用を優先。

（主な利用規約）
・本ツールを利用した論文・報告文等には、これを利用した旨を明記すること 。

・本ツールを利用した論文・報告文等を作成した場合には、その写しを気象庁に
提出すること。

【計画】
異常気象分析ツールを委員以外の研究者にも認証付きで公開し、

ツールを利用した研究成果の報告を求め、気候解析・診断技術の向
上を図る。

本計画について、委員の皆様のご了解をいただきたい。



④ 来年度の活動計画

2009年夏の天候の特徴と循環場の特徴に関するWEB
会議（８～９月）
・ただし、異常気象分析検討会の開催が必要な現象が発生すれ
ば、検討会（本番）を開催。

気候系診断会議のWEB会議公開やメールマガジン配
布を継続
・日頃の意見交換を活発化。

・WEB会議の環境改善について技術的なサポート。

異常気象分析WEBへLBMによるプロダクトを掲載
・水平解像度はT42以上

・過去事例、仮想的な強制に対する定常応答



④ 来年度の活動計画（検討会運営の改善）

会長による開催決定

事務局より見解素案の提示

メーリングリスト上での議論

事務局より見解案の提示

検討会開催

【見解】
・文字 --- １枚
・模式図 --- １枚

会長による開催決定

WEBによる委員との打ち合わせ
・まずは、実況データを委員と事務局で共有
・委員と事務局に先入観の無い段階での議論
・解析方法、着目点について意見をいただく

WEBによる委員との打ち合わせ
・まずは、実況データを委員と事務局で共有
・委員と事務局に先入観の無い段階での議論
・解析方法、着目点について意見をいただく

メーリングリスト上で議論

検討会開催

【見解】
・平易な文と模式図 --- １枚

【委員による見解の解説】
・前回の「見解」程度の内容

【見解】
・平易な文と模式図 --- １枚

【委員による見解の解説】
・前回の「見解」程度の内容

報道発表報道発表
報道発表

10日 約８日約８日

現行 改善案

事務局による解析

メーリングリスト上で調整

事務局による解析

メーリングリスト上で調整

事務局より見解案の提示



（参考）2008年夏の異常気象分析検討会 報道発表


